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ついて，従来方式の問題点を示すと共に， rエミッタ減算方式」を提案し，その有効性を示している。次に CMOS 直並
列型アナログ・デ、ィジタル変換集積回路のデ、ィジタル・アナログ変換部の出力過渡変動を解析しディジタル・アナロ
クー変換部の最適化について検討している。




















点を示すと共に， Iエミッタ減算方式」を提案し，その有効性を確認している。さらに CMOS 直並列型アナログ・
ディジタル変換集積回路のディジタル・アナログ変換部の出力過渡変動を解析し，デ、ィジタル・アナログ変換部の
最適化手法を明らかにしている。
(4) 上記の各種高性能化技術をデ、ィジタル・アナログ変換集積回路やアナログ・ディジタル変換集積回路に内蔵され
るディジタル・アナログ変換部に適用して設計試作し，所望の高速化，高精度化が実際に得られていることを確認
している。
以上のように，本論文は，ディジタル・アナログ変換集積回路の高性能化を実現するうえで多くの有用な知見を得て
おり，電子工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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